
資料１－３ 

 

スマートテレビ時代における字幕等の在り方に関する検討会 

ワーキンググループの開催について（案） 
 

 

１ 目的 

  「スマートテレビ時代における字幕等の在り方に関する検討会」（以下、「検討会」

という。）における専門的な観点からの検討を行うため、ワーキンググループを  

開催する。 

 

 

２ 名称 

  ワーキンググループの名称は、それぞれ「多言語字幕ＷＧ」、「ＣＭ字幕ＷＧ」と

する。 

 

 

３ 検討内容 

（１）「多言語字幕ＷＧ」においては、外国人に対しても放送を通じて安全・安心に

関する情報等を円滑に提供する環境の構築に向けて、スマートテレビのサービス

を活用した多言語字幕の提供に向けた具体的方策の検討を行う。 

（２）「ＣＭ字幕ＷＧ」においては、民間放送の総放送時間の２割弱を占めるＣＭ  

番組には字幕がほとんど付与されていない現状を踏まえ、ＣＭ番組における字幕

付与の推進に向け、技術面・運用面の課題解決等具体的方策の検討を行う。 

 

 

４ 構成及び運営等 

（１）各ワーキンググループの主査及び構成員は、検討会座長が指名する。 

（２）主査は各ＷＧを招集し、主宰する。 

（３）ワーキンググループの構成員は別紙のとおりとする。 

（４）主査は、必要があると認めるときは、主査代理を指名することができる。 

（５）その他、ワーキンググループの運営に必要な事項は、主査が定めるところに  

よる。 

 

 

５ 議事の取扱い 

  検討会と同様、原則公開とする。 



スマートテレビ時代の字幕等の在り方に関する検討会 

多言語字幕ワーキンググループ構成員（五十音順） 

 

 

 石戸 奈々子 特定非営利活動法人ＣＡＮＶＡＳ理事長 

 伊藤 彰則 東北大学大学院工学研究科教授 

 岡 秀幸 パナソニック株式会社ＡＶＣネットワークス社常務・ＣＴＯ 

 河原 達也 京都大学大学院学術情報メディアセンター教授 

 菊池 尚人 慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科特任准教授 

 黒橋 禎夫 京都大学大学院情報学研究科教授 

 幸山 広伸 日本放送協会編成局計画管理部専任部長 

主査 鈴木 陽一 東北大学電気通信研究所教授・情報シナジー機構長 

 
関 祥行 株式会社フジテレビジョン常任顧問 

一般社団法人ＩＰＴＶフォーラム理事 

 
中村 哲 奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科教授 

 
福井 省三 株式会社トマデジフェロー 

一般社団法人ＩＰＴＶフォーラム理事 

 
藤沢 秀一 日本放送協会放送技術研究所長・副技師長 

 
堀木 卓也 一般社団法人日本民間放送連盟企画部長 

 
本間 康文 株式会社ＴＢＳテレビメディア戦略室長 

 
益子 信郎 独立行政法人情報通信研究機構理事 

 
安木 成次郎 東芝デジタルプロダクツ＆サービス社統括技師長 

 

別紙 



スマートテレビ時代の字幕等の在り方に関する検討会 

ＣＭ字幕ワーキンググループ構成員（五十音順） 

 

 

主査 音 好宏 上智大学文学部教授 

 木村 信哉 一般社団法人日本民間放送連盟専務理事 

 
近藤 則子 老テク研究会事務局長 

 
澤田 久美子 三菱電機株式会社デザイン研究所 

インタフェースデザイン部主席技師長 

 
島田 誠一 一般社団法人日本広告業協会専務理事 

 
菅原 洋二 一般社団法人日本民間放送連盟ＣＭ運行検討小委員長 

日本テレビ放送網株式会社取締役執行役員営業局長 

 
髙橋 健三郎 公益社団法人日本アドバタイザーズ協会電波委員会委員長 

味の素株式会社広告部長 

 
寺島 彰 浦和大学総合福祉学部教授 

 
林 朋夫 一般社団法人日本広告業協会テレビ小委員会副委員長 

株式会社電通ラジオテレビ＆エンタテインメント局次長 

 
藤川 達夫 公益社団法人日本アドバタイザーズ協会専務理事 
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